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「
広

報
や

な
が

わ
」

は
、

年
齢

や
障

が
い

の
有

無
な

ど
を

問
わ

ず
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

人
が

読
め

る
よ

う
に

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
を

導
入

し
て

い
ま

す
。
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　約 30 種、3 万本の花菖蒲が育てられている川下り約 30 種、3 万本の花菖蒲が育てられている川下り
コース沿いの椛島菖蒲園。見頃を迎えた 6 月上旬には、コース沿いの椛島菖蒲園。見頃を迎えた 6 月上旬には、
白や紫の花が咲き乱れ、多くの見物客が初夏の風情を白や紫の花が咲き乱れ、多くの見物客が初夏の風情を
味わっていました。味わっていました。

初夏の訪れ感じて初夏の訪れ感じて

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

201

人
権
作
文
　

市
内
の
小
中
学
生
が
書
い
た
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
人
権
と
は
ど
ん

な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
か
。

　
僕
は
、
人
権
と
は
人
が
人
ら

し
く
生
き
る
権
利
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

権
利
は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
に

命
が
芽
生
え
た
時
か
ら
、
全
て

の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
る
権

利
だ
と
考
え
ま
す
。
逆
に
、
い

じ
め
や
差
別
を
行
う
な
ど
人
権

を
否
定
す
る
よ
う
な
行
為
を
人

権
侵
害
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
人
権
侵
害
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
い
じ
め
や
人
種

差
別
、
性
に
よ
る
差
別
、
障
が

い
や
病
気
な
ど
へ
の
差
別
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ

た
か
も
自
分
よ
り
弱
い
立
場
で

あ
る
と
い
う
誤
っ
た
考
え
の
も

と
、
優
越
感
を
抱
き
た
い
が
た

め
に
、
不
公
平
な
接
し
方
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
走
る
と
き
、
走
る

こ
と
が
苦
手
な
人
が
い
る
と
、

走
る
こ
と
が
得
意
な
人
が
威

張
っ
た
態
度
を
取
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
僕
は
、
正
直
に

言
う
と
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
逆
に
、
自
分
の
苦
手
な
こ
と

を
得
意
な
人
が
自
慢
す
る
と
き

に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
る

で
し
ょ
う
か
。
性
別
や
能
力
、

体
力
の
違
い
か
ら
、
弱
い
立
場

に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
ど
ん

な
と
き
も
「
悔
し
い
」
や
「
や

め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
本
当
の

気
持
ち
を
言
え
ず
、
黙
っ
て
我

慢
す
る
し
か
な
い
と
い
う
と
き

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
差
別
的

な
言
動
は
、
自
分
の
存
在
価
値

を
証
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

逆
に
自
分
の
価
値
を
お
と
し
め

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
僕
は
、
相
手
に
よ
っ
て
態
度

を
変
え
た
り
せ
ず
、
弱
い
立
場

で
困
っ
た
り
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
り
し
て
い
る
人
に
、
気
づ

け
る
人
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

共
感
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
僕
た
ち
の
生
き
て
い
る

こ
の
時
に
、
戦
争
で
た
く
さ
ん

の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
領
土
や
お
金
の
た
め
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
あ
ら
が
う

術
が
な
い
た
く
さ
ん
の
命
が
奪

わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
人
権
侵
害

の
極
み
で
す
。

　
人
は
そ
う
簡
単
に
変
わ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
こ
そ
変
わ
る
努
力
を
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
僕
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
意

義
を
考
え
、
世
界
中
の
人
が
、

人
と
し
て
、
人
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
世
界
に
な
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

【
先
生
か
ら
の
ひ
と
言
】

　
周
囲
の
友
だ
ち
と
過
ご
す
虎

珀
さ
ん
の
日
頃
の
様
子
を
見
て

い
る
と
、
誰
と
で
も
同
じ
ス
タ

ン
ス
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま

す
。
残
り
の
中
学
校
生
活
で
、

心
残
り
が
な
い
よ
う
存
分
に
楽

し
み
、
他
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
さ
ら
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

筬
お さ じ ま

島　虎
こ は く

珀
昭代中学校 3 年

　人権とは



　
期
日
前
投
票
の
期
間
中
に
投
票

を
す
る
場
合
、
18
歳
に
達
し
て
い
な

い
人
は
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

郵
便
投
票
、点
字・代
理
投
票

●
郵
便
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
で
、市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら「
郵

便
投
票
証
明
書
」
を
も
ら
っ
て
い
る

人
は
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
と
き
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
を
提
示
し
、7
月
６
日
（
水
）

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
請
求
は
、
郵
便
か
代
理

人
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
が
で
き
る
の
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
で
「
両
下
肢
、

体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
の
程
度

が
１
級
又
は
２
級
」「
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は

３
級
」「
免
疫
、
肝
臓
の
障
害
の
程

度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
」
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
で
「
両
下
肢
、
体

幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
」「
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症
ま
で
」
の
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
で
要

介
護
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人

●
代
理
記
載
制
度

　
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
が
「
上
肢
又
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
」
ま

た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
で
「
上
肢

又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
」
の
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
人
が
指
定

し
た
「
代
理
記
載
人
」
に
記
載
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
も
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
点
字
・
代
理
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
に
は
、
投
票

所
に
点
字
器
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
身
体
が
不
自
由
で
字

が
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
の
記
入

を
行
い
ま
す
。
ど
の
候
補
者
に
投

票
し
た
か
、
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
体
育
館
で
即
日
開
票

　
開
票
は
即
日
開
票
で
、
７
月
10

日
（
日
）、
午
後
９
時
15
分
か
ら
、

市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

公
示
日
、
投
票
日
時
、
投
票
所

●
公
示
日　
６
月
22
日
（
水
）

●
投
票
日
時
　
７
月
10
日
（
日
）、

午
前
７
時
～
午
後
８
時

●
投
票
所　

市
内
22
カ
所
（
次

ペ
ー
ジ
表
を
参
照
）。
各
家
庭
に
郵

送
さ
れ
る
「
投
票
所
入
場
券
」
に

記
載
さ
れ
た
会
場
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
ス

ム
ー
ズ
に
投
票
す
る
た
め
「
投
票

所
入
場
券
」
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
な
く
し
た
場
合

で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

●
「
選
挙
区
」「
比
例
代
表
」
の

２
つ
の
選
挙
が
あ
り
ま
す

　

今
回
行
わ
れ
る
選
挙
は
、「
選

挙
区
選
挙
」
と
「
比
例
代
表
選
挙
」

の
２
つ
で
す
。

　
投
票
会
場
で
は
、
次
の
①
、
②

の
順
番
で
投
票
を
行
い
ま
す
。

①
「
選
挙
区
選
挙
」
を
投
票
（「
候

補
者
名
」
を
書
い
て
投
票
）

②「
比
例
代
表
選
挙
」を
投
票（「
政

党
名
」
ま
た
は
「
候
補
者
名
」
を

書
い
て
投
票
）

投
票
で
き
る
人

　

平
成
16
年
７
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
４
年
３
月
21

日
ま
で
に
柳
川
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
今
年
３
月
22
日
以
降
に
、
柳
川

市
に
転
入
届
出
を
し
た
場
合

　

転
入
前
の
市
区
町
村
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

転
入
前
の
市
区
町
村
で
投
票
で
き

ま
す
。
ま
た
、
転
入
前
の
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
請
求
し
、
柳
川
市
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
な
ど
や
む
を
得

な
い
用
事
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
　
6
月
23
日
（
木
）
～
７

月
9
日
（
土
）

●
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

●
投
票
所
　
市
役
所
各
庁
舎

▽
柳
川
庁
舎
＝
３
階
第
１
会
議
室

▽
大
和
庁
舎
＝
１
階
第
１
会
議
室

▽
三
橋
庁
舎
＝
１
階
ロ
ビ
ー

　
期
日
前
投
票
の
場
合
、
投
票
所

は
３
カ
所
ど
こ
で
も
投
票
が
で
き

ま
す
。「
投
票
所
入
場
券
」
を
忘

れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て

い
る
人

　
市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
請
求
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
手
書
き

で
記
入
し
、
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
な
ど
を

滞
在
地
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
取

り
扱
い
に
注
意
し
て
、
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
用
紙
を
交
付
す
る

ま
で
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
施
設
で
投
票
を
す
る
人

　
県
選
挙
管

理
委
員
会
の

指
定
を
受
け

た
病
院
、
施

設
な
ど
に
入

院
や
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
入

院
や
入
所
し
て
い
る
施
設
の
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
期
間
中
に
18
歳
に

な
る
人

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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投票所 地区・校区 会　　場
第1

柳河
柳河ふれあいセンター

第2 柳河小学校体育館

第3 城内 城内コミュニティ防災センター

第5 沖端、西宮永 矢留うぶすな館

第7 東宮永 柳川農村環境改善センター

第8 両開 有明まほろばセンター

第9
昭代 就業改善センター

第10

第 11
蒲池

蒲池農村環境改善センター

第12 中村公民館

第13 大和 大和コミュニティセンター

第14 中島 大和漁村センター

第16 有明 有明コミュニティセンター

第17 皿垣 皿垣コミュニティセンター

第18 豊原 豊原コミュニティセンター

第19 六合 六合コミュニティセンター

第20 二ッ河 二ッ河コミュニティセンター

第21 藤吉 藤吉コミュニティセンター

第22 垂見 垂見コミュニティセンター

第23 矢ヶ部 矢ヶ部コミュニティセンター

第24 中山 中山コミュニティセンター

第25 藤吉、二ッ河、垂見 三橋生涯学習センター

投票所のご案内

不在者投票

新型コロナウイルス
感染症対策にご協力を

■投票所の感染対策
▷入り口に消毒液と体温計を設置
▷記載台や鉛筆などは定期的に消毒
▷定期的な換気を実施
▷投票事務従事者はマスク着用
▷持参した鉛筆やシャープペンシルで記入可能
■有権者へのお願い
▷�投票所に行くときは、事前に手洗いをして、
マスク着用でお越しください
▷投票所入り口で手指を消毒してください
▷�投票所では周りの人と一定の距離をとってく
ださい

投　
票　
日

7
月
10
日
（
日
）
午
前
７
時
～
午
後
８
時

期
日
前
投
票

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

6
月
23
日（
木
）～
７
月
9
日（
土
）

　

任
期
満
了
に
よ
る
第
26
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

が
、７
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
願
い
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
あ

な
た
の
大
切
な
１
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

「
私
に
は
、
選
挙
に
行
く
理
由
が
あ
る
。」

問い合わせは
柳川市選挙管理委員会事務局
☎77・8491まで。

広報やながわ 2022/6/15

　
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載

し
た
「
選
挙
公
報
」
を
７
月
４

日
（
月
）
か
ら
４
日
程
度
か
け

て
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
配
布
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春の褒章・叙勲
　4 月 28 日に春の褒章、29 日に春の叙勲の受章者がそれぞれ発表さ
れました。市内の受章者を紹介します。
　今回紹介した 5 人の他、調停委員の新谷雅子さん（矢加部、70 歳）
が瑞宝双光章、元日本郵便公社職員の小宮紀明さん（皿垣開、71 歳）
が瑞宝単光章をそれぞれ受章されています。

み
ん
な
が
来
た
い
保
育
園
を
目
指
し
て

瑞
宝
単
光
章

　「
ま
さ
か
自
分
が
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
の

で
、
す
ご
く
感
動
し
て
い
ま
す
」
と
大
橋
さ
ん
は
受
賞
の

喜
び
を
話
し
ま
す
。

　
結
婚
前
は
一
般
企
業
で
事
務
員
と
し
て
勤
め
て
い
た
大

橋
さ
ん
。
結
婚
を
機
に
夫
の
実
家
の
保
育
園
を
手
伝
う
た

め
、
昭
和
47
年
に
保
育
士
に
転
職
。
そ
こ
か
ら
50
年
に
わ

た
り
地
域
保
育
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
自
然
の
中
で

遊
ぶ
こ
と
で
素
直
な
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
子
ど
も
に
す
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
屋
外
活
動

を
重
視
し
た
方
針
を
掲
げ
る
同
園
。
ま
た
、
40
年
以
上
前

か
ら
続
け
る
卒
園
文
集
「
お
も
い
で
」
は
、
卒
園
児
の
結

婚
式
で
も
よ
く
登
場
す
る
ほ
ど
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

か
ら
好
評
の
よ
う
で
す
。
平
成
7
年
に
園
長
に
就
任
し
て

か
ら
は
、
子
ど
も
の
教
育
だ
け
で
は
な
く
職
員
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
き
た
大
橋
さ
ん
。
職
員
の
育
成
で
は
「
褒

め
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
、
職
員
を
褒
め
る
と
き
は
全
員

の
前
で
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
来
年
３
月

で
園
長
職
を
退
く
大
橋
さ
ん
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
垂
見

保
育
園
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
子
ど
も
や
保
護
者
、
職

員
み
ん
な
が
来
た
い
と
思
え
る
園
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
児
童
福
祉
功
労
）

37
年
間
地
域
の
安
全
守
り
続
け
る

瑞
宝
単
光
章

　「
受
章
は
先
輩
の
消
防
団
員
や
周
り
の
人
の
お
か
げ
。

長
年
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
の
で
う
れ
し
い
」
と
受
章
を
喜
ぶ
菊
次
さ
ん
。
37
年
間

市
消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
き

ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
に
先
輩
の
消
防
団
員
に
誘
わ
れ
て
、
三
橋
町

の
消
防
団
に
入
団
。
長
年
の
活
動
の
中
で
、
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
だ
と
言
い

ま
す
。
消
防
団
副
団
長
を
務
め
て
い
た
菊
次
さ
ん
は
、
雨

が
止
ん
だ
後
、
河
川
か
ら
道
路
や
住
宅
へ
流
れ
込
ん
だ
泥

土
の
処
理
や
、
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
家
財
道
具
の
搬
出
を

指
揮
。
特
に
困
っ
た
の
が
、
泥
土
の
処
理
。「
道
路
も
川

も
泥
だ
ら
け
。
な
か
な
か
作
業
が
進
ま
ず
、
最
終
的
に
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
水
を
使
っ
て
洗
い
流
し
ま
し
た
」
と
、

現
場
で
の
機
転
を
利
か
せ
た
対
応
を
語
る
菊
次
さ
ん
。
ま

た
、
毎
週
金
曜
日
の
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
火
災
報
知

機
設
置
を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
、
災
害
対
応
だ
け
で

な
く
、
災
害
予
防
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
最

後
に
、「
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、
家
族
の
理
解
や
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
迅
速
に
出
動
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
家
族
へ
の
感
謝
を
口
に
し
ま
し
た
。

（
消
防
功
労
）

豊
か
な
経
験
で
保
育
振
興
に
貢
献

瑞
宝
単
光
章

　「
栄
誉
あ
る
章
を
い
た
だ
き
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
園
長
先
生
を
は
じ
め
、
同
僚
の
先
生
方
に
支

え
ら
れ
、
そ
の
上
、
健
康
に
恵
ま
れ
、
み
ん
な
で
頂
い
た

ご
褒
美
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
受
章
を
喜
ぶ
堤
さ
ん
。

41
年
間
、
保
育
の
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
に
保
母
と
し
て
両
開
保
育
園
で
勤
務
し
、
平

成
４
年
か
ら
は
、
二
ツ
河
保
育
園
に
移
り
、
28
年
間
、
保

育
士
と
し
て
熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
保
護
者
の
相

談
、
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。「
保
育
士
は

大
切
な
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
職
業
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
や
体
調
管
理
に
常
に
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
園
児
が
大
き
な
け
が
を
す
る
事
態
が

発
生
。
保
護
者
に
お
詫
び
す
る
と
、「
子
ど
も
は
け
が
が

つ
き
も
の
。
心
配
し
な
く
て
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉

に
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
保
育
士
の
魅
力
は
、
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
登
園
す
る
姿
を
見
る
こ
と
と
言
い
ま
す
。。
卒
園
し

た
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
と
は
今
で
も
交
流
が
あ
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
今
日
の
喜
び

を
糧
に
元
気
に
楽
し
い
日
々
を
送
り
た
い
。
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
児
童
福
祉
功
労
）

元二ツ河保育園保育士

堤 律
り つ こ

子さん
有明町、79歳

元市消防団副団長

菊次 博
ひろし

さん
棚町、66歳

垂見保育園長

大橋 拾
と し こ

子さん
垂見、79歳

官
僚
と
し
て
長
年
国
の
行
政
に
尽
力

瑞
宝
中
綬
章

　「
天
皇
陛
下
か
ら
の
授
与
は
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
受

章
を
喜
ぶ
堀
さ
ん
。
33
年
間
、
霞
が
関
を
中
心
に
全
国
を

飛
び
回
り
、官
僚
と
し
て
国
家
運
営
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
超
難
関
の
国
家
公
務
員
試
験
を
通
過
し
、
昭
和
54
年
に

行
政
管
理
庁
に
入
庁
し
た
堀
さ
ん
。
入
庁
３
年
目
に
は
国

鉄
民
営
化
で
知
ら
れ
る
臨
時
行
政
調
査
会
に
、
そ
の
10
年

後
に
は
第
３
次
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
で
技
能
実
習

制
度
の
創
設
や
公
文
書
Ａ
版
化
な
ど
の
改
革
の
一
翼
を
担

い
ま
し
た
。
出
向
し
た
国
土
庁
で
は
、
バ
ブ
ル
最
盛
期
の

地
価
高
騰
対
策
と
し
て
土
地
取
引
規
制
な
ど
を
担
当
。「
関

係
省
庁
と
の
調
整
は
そ
り
ぁ
大
変
。
真
剣
に
議
論
を
重
ね

た
こ
と
で
何
と
か
出
口
を
見
い
だ
せ
た
」
と
振
り
返
る
言

葉
に
は
力
が
入
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
統
計
企
画
課
長
と

し
て
経
済
セ
ン
サ
ス
導
入
に
奔
走
。
近
畿
管
区
行
政
評
価

局
長
時
代
に
は
、
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
消
え
た
年
金
記

録
の
回
復
審
査
、
行
政
評
価
や
行
政
相
談
を
指
揮
し
ま
し

た
。「
霞
が
関
で
の
仕
事
は
苦
し
い
こ
と
も
多
か
っ
た
け

ど
、日
の
丸
を
背
負
っ
た
や
り
が
い
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
」

と
振
り
返
る
堀
さ
ん
。「
今
は
柳
川
の
実
家
と
家
族
が
い

る
東
京
を
往
復
す
る
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
最
後
に
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
行
政
事
務
功
労
）

強
い
信
念
で
地
域
保
育
の
発
展
に
寄
与

藍
綬
褒
章

　「
今
年
は
園
長
に
な
っ
て
30
年
の
節
目
の
年
。
受
章
は

両
親
が
一
番
喜
ん
で
い
る
は
ず
」
と
話
す
木
下
さ
ん
。
父

か
ら
園
長
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
親
子
２
代
に
渡
っ
て

３
０
０
０
人
以
上
も
の
卒
園
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
三
橋
村
職
員
だ
っ
た
父
小
一
郎
さ
ん
が
、
木
下
酒
造
所

の
酒
蔵
に
加
え
て
小
学
校
の
校
舎
を
移
築
し
、
昭
和
27
年

に
設
立
し
た
二
ツ
河
保
育
園
。
母
も
運
営
に
携
わ
り
、
木

下
さ
ん
も
大
学
卒
業
後
の
昭
和
60
年
に
保
育
士
と
し
て
同

園
に
勤
務
を
始
め
ま
し
た
。「
当
時
は
園
児
が
１
２
０
人
で

経
営
も
順
調
で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
化
や
他
園
の
開
園
な
ど
で
次
第
に
園
児
が
減
少
。
そ

ん
な
中
、
両
親
が
相
次
い
で
他
界
し
、
若
干
29
歳
で
園
長

を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
当
時
は
私
自
身
も
２
児
の

子
育
て
真
っ
最
中
。
寝
る
間
も
な
か
っ
た
で
す
」
と
木
下
さ

ん
は
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
貫
い
た
の
は
「
親
の
心
で
接
し
、
体
験
を
大
事
に
す

る
教
育
」。
同
園
で
は
今
で
も
英
語
や
絵
画
、
茶
道
を
積
極

的
に
導
入
す
る
な
ど
、
そ
の
方
針
は
し
っ
か
り
定
着
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
今
後
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
今
後
の
保

育
園
運
営
に
は
広
い
視
点
が
必
要
。
早
く
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
さ
な
い
と
ね
」
と
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

（
児
童
福
祉
功
労
）二ツ河保育園長

木下 久
く み こ

美子さん
二ツ河、60歳

元近畿管区行政評価局長

堀 明
あ き ひ こ

彦さん
垂見、70歳



詳しくは、市公式サイトで確認してく
ださい。
【問】市健康づくり課医療年金係（☎
77・8503）、福岡県後期高齢者医療広
域連合（☎092・651・3111）

　県内すべての市町村が
加入する福岡県後期高齢
者医療広域連合は、今年
度と来年度の保険料率を
改定しました。
　後期高齢者医療制度
は、75歳（一定の障がい
がある場合は 65 歳）以
上の人が加入する医療制
度です。対象者は個人ご
とに保険料を負担。この
保険料は、２年に一度見
直されます。

■令和4、5年度の保険料率
　均等割額は、1人年額 5万 6435 円で前回の令和 2、
3年度より 748 円の増加、所得割率は 10.54％で前回
より 0.23 ポイントの減少。また、保険料の上限額は
66万円で前回より２万円増加します（右❶参照）。
■保険料額の算出方法
　個人ごとの保険料は、加入者全員が同じ金額を負担
する「均等割額」と、個人ごとの総所得金額等に応じ
て負担する「所得割額」との合計です（右❷参照）。
■保険料の軽減
　保険料は、収入や所得に応じての軽減があります。
均等割額の軽減では、同一世帯の被保険者と世帯主を
対象に軽減対象になる所得金額の合計が一定額以下で
あれば、保険料の均等割額を 70％、50％、20％軽減
します（右❸参照）。
　その他、後期高齢者医療制度に加入する前日まで社
会保険の被扶養者だった人は、制度加入から 2年間に
限り保険料の均等割額を 50％軽減します。軽減後の保
険料は、年額 2万 8217 円です。所得割額はかかりま
せん。
　個別の保険料額の決定内容は、「令和 4年度後期高
齢者医療保険料額決定通知書」を 7月に送付します。

均等割額は年748円の増加、所得割率は年0.23 ポイントの減少

後期高齢者医療の令和4、5年度保険料率決定
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❶後期高齢者医療保険料率
R2、3年度 R4、5年度 増減

均等割額 5 万 5687 円 5万 6435円 748 円増

所得割率 10.77% 10.54% 0.23 ポイント減

上限額 64 万円 66万円 2 万円増

❷後期高齢者医療保険料の年額の計算式

保険料
の年額 ＝

【均等割額】

＋

【所得割額】
総所得金額等
－ 43 万円 ×10.54%5 万 6435 円

❸今年度後期高齢者医療保険料の均等割額の軽減

軽減割合 軽減後
の年額

同一世帯内の被保険者と世帯主の
軽減対象所得金額の合計額

70％ 1万 6930円「43 万円＋ 10 万円×（給与所
得者等の数 -1）」以下

50％ 2万 8217円
「43 万円＋ 28.5 万円×被保険
者数＋ 10 万円×（給与所得者
等の数 -1）」以下

20％ 4万 5148円
「43 万円＋ 52 万円×被保険者
数＋ 10 万円×（給与所得者等
の数 -1）」以下

※�総所得金額等とは、前年中の「公的年金等収入－公的年
金等控除」や「給与収入－給与所得控除」「事業収入－
必要経費」などの合計額で、各種所得控除前の金額

※�世帯の基準日は 4月 1日。年度途中で 75 歳になる人や
県外から転入した人などはその時点です

後期高齢

　８月から使用する国民健康保険被保険者証
を郵送します。郵送方法は昨年に引き続き、
特定記録郵便です。７月中旬から下旬にご自
宅の郵便ポストに投函されるので、こまめに
郵便ポストを確認してください。

　窓口での受け取りや簡易書留での郵送を
希望する人は、６月 30 日（木）までに市
健康づくり課へ連絡してください。
【問】同課国民健康保険係（☎ 77・
8506）

国民健康保険被保険者証を7月中旬から郵送します　

　熱中症は、温度や湿度が高い中で体内の水分や塩分
のバランスが崩れ、温度調整機能が働かなくなること
で引き起こされます。めまいや意識障がいなど、さま
ざまな障がいを起こし、最悪の場合死に至る可能性も。
体温調整が十分でない子どもや高齢者は特に注意が必
要です。
　熱中症と疑われる症状が出たら、まず体温を下げる
ことが大切です。すぐに涼しい場所へ移動してくださ

い。衣服をゆるめて体温がこもるのを防ぎましょう。
体に水をかけてうちわや扇風機で風を当てると効果的
です。熱中症の症状ごとに対処方法を下図にまとめま
した。万が一のときはすぐに対処できるよう、頭に入れ
ておきましょう。もし、対処に迷ったらすぐに市消防本
部へ連絡してください。
【問】消防本部消防課救急係（☎74・0122）、市健康
づくり課健康係（☎77・8536）

会話がほとんどない屋外などではマスクを外しましょう会話がほとんどない屋外などではマスクを外しましょう

夏に向けて熱中症には細心の注意を

まわりの人と2m以上離れている まわりの人と2m離れていない

屋内 屋外 屋内 屋外

会話あり 着用推奨 必要なし 着用推奨 着用推奨

ほとんど会話なし 必要なし 必要なし 着用推奨 必要なし

マスクを外すことを推奨
夏に向けた

熱中症を防ぐために熱中症を防ぐために
近距離の会話がない屋外では近距離の会話がない屋外ではポイント

　新型コロナの感染対策として当たり前となっ
ているマスクの着用。しかし、これからの季節、
マスクを着用していると熱中症のリスクが高く
なってしまいます。そこで国は、マスク着用の
考え方をまとめました。近い距離で会話をしな
い屋外では「マスクを外すこと」を推奨してい
る点（下表のピンクの枠線内）がポイントです。

また、2歳以上の幼児は「着用を一律に求めな
い」とされています。マスク姿に
慣れ、外すことに抵抗があるかも
しれませんが、熱中症予防のため
意識して取り組みましょう。
　詳しくは、市公式サイトで確認
してください。 マスク着用

重症度

・めまい　・足のけいれん
・立ちくらみ
・手足のしびれ

・�症状が改善すれば受診の
必要なし

・頭痛　・吐き気
・体のだるさ
・集中力や判断力の低下

・�口から水分をとれないと
きや症状が改
善されないと
きは受診が必
要

・けいれん　
・�受け答えや言動がおかし
い（意識障がい）
・普段どおりに歩けない

主な症状

・涼しい場所へ移動する
・�スポーツドリンクなどで
水分や塩分を補給する

・�呼びかけに応じないとき
は、迷わ
ず救急車
を要請

対処方法

・�症状がひどいときは、衣
類をゆるめ、首の周りや
わきの下、太ももの付け
根などを氷や保冷剤など
で冷やす

医療機関の受診

重
症
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水都やながわ  information
柳川市民文化会館

問い合わせ
☎ 73・7777

　市民と市が協働してさまざまな地域課題の解決を目指
す「市民協働のまちづくり事業」。一定以上の評価を受け
採択された事業に対して、市は補助金を交付しています。
その評価を行うのが市民協働のまちづくり事業選考委員
会です。同委員会は学識経験者や行政関連団体、市職員
など 10 人以内の委員で組織。また、市民の感覚を事業
の選考に反映させるため、公募委員の枠を設けています。
市は今年度から 2 年間務める公募委員を募集します。
●募集人数　3 人程度
●応募資格　市民協働のまちづくりに関心を持ってい
る人で、市内に住んでいるか市内の事業所や学校に通
勤、通学している 18 歳以上の人
●任期　委嘱の日から令和 6 年 3 月 31 日まで
●会議　年間 4 回程度（会議は昼間に開催）
●謝礼　１回の会議につき 4000 円

●選考　書類審査
で決定。選考結果
は 7 月上旬までに
応募者本人へ通知
●応募期限　7 月 1
日（金）、郵送は当
日消印有効
●応募方法　市役所
各庁舎に備え付けの
応募用紙に記入し、柳川庁舎３階の総務課市民協働推進
係（〒 832・8601 本町 87 番地１）に直接
提出するか郵送、ファックス 74・1374、
メール somu@city.yanagawa.lg.jp で提出。
申込用紙は市公式サイトからも入手可

【問】同係（☎ 77・8419）

市民協働のまちづくり事業選考委員を募集　任期は令和6年 3月まで

あなたの感覚で協働事業を評価してみませんか

市民協働

近藤和花 ピアノリサイタル たかはしべんコンサート
七夕に家族で音楽を楽しもう 子どもたちを歌で励まし続けて 41 年

　国内外で活躍するピア
ニスト近藤和

あ え か

花さんを迎
えて開催するピアノコン
サート。北原白秋作詞の

「この道」をはじめ、子
どもから大人まで楽しめ
る曲が盛りだくさんで
す。未就学児も大歓迎な
ので、七夕の夜は家族と
ピアノの音色で癒やされ
ませんか。入場には整理
券が必要です。ご注意ください。
●日時・会場　7 月 7 日（木）、午後 6 時開演（開
場は 30 分前）、イベントホール
●入場料　無料（全席自由）
●整理券　6 月 18 日（土）、午前 10 時から市民文
化会館と立花家史料館、御花で配布。先着 200 枚

　子どもたちの幸せを願
い、全国で 5000 回を超
えるコンサートを開催し
てきたフォークシンガー

「たかはしべん」。混
こ ん と ん

沌と
する世界情勢の今だから
こそ、子どもたちに何を
伝えるべきか。世界中を
旅する 中で得た貴重な
体験を乗せた歌声が、柳
川に響き渡ります。家族でぜひ、ご来場ください。
●日時・会場　8 月 6 日（土）、午後 2 時開演（開
場は 30 分前）、イベントホール
●入場料　一般 1500 円、高校生以下 500 円、未
就学児ひざ上無料（席が必要な場合 500 円）
●前売券販売　6 月 25 日（土）、午前 10 時から
市民文化会館で販売開始

　新しい過疎法が施行された昨年４月、旧大和町が過
疎地域に指定されました。加えて今年の４月には、旧
柳川市が追加指定を受けました。
　そこで市は、過疎地域が抱える課題や過疎地域から
脱却するための意見やアイデアを考えるワークショッ
プを開催します。興味のある人は、ぜひ参加してくだ
さい。詳しくは市公式サイトを確認してください。
●日時　①７月 21 日（木）、午前 10 時～正午② 21 日

（木）、午後 7 時～９時③ 23 日（土）、午前 10 時～正午
※内容は全て同じです。
●場所　①②市民文化会館③大和生涯学習センター
●募集人数　各 20 人（応募多数の場合は抽選）
●応募資格　市内に住んでいるか、通勤している 18
歳以上の人
●応募締切　７月１日（金）、午後５時
●申込方法　QR コードを読み取って申し込むか、各
庁舎やコミュニティセンターにある申込用紙に氏名

（ふりがな）、住所、性別、年齢、勤務先（通勤してい
る人）、電話番号、参加希望日時を記入し、市企画課

企画係（〒 832・8601、本町 87 番地 1) に直接提出
するか郵送、ファックス 74・5520、メール kikaku@
city.yanagawa.lg.jp で提出

【問】同係（☎ 77・8423）
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柳川市の今後について話し合うワークショップ

柳川の未来を一緒に考えませんか

消費生活センター

【事例 1】
　スマートフォンに表示された広告を見て美容液
を注文した。初回は格安で購入できる定期コース
で、いつでも解約できると書いてあったので、初
回だけ購入するつもりで注文した。初回の商品が
届いて 1週間後、予想よりも早く 2回目の商品が
届いたため慌てて返品しようとしたが、断られて
しまった。

【アドバイス】
　事例のような相談が全国で増加しています。そ
のため、特定商取引法が改正され、6 月 1 日から通
販業者は最終確認画面に次の事項を分かりやすく
表示することが義務付けられました。

①商品の数量②総額③支払いの時期・方法④引渡
しの時期⑤解約方法
　通信販売はクーリング・オフが適用されず、原
則として業者のルールに従うことになります。注
文を確定する前に内容をよく確認し、最終確認画
面のスクリーンショットを撮っておきましょう。
申し込んだ後でも、誤解を招くような表示があれ
ば、契約の取り消しができる場合があるので、消
費生活センターへご相談ください。

【問】同センター（市役所大和庁舎 1 階商工・ブ
ランド振興課内、午前 9 時～午後 4 時 30 分、☎
76・1004）

ネット通販　注文を確定する前に必ず確認を

申し込み



コ
ロ
ナ
関
係

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の

申
請
期
間
延
長

●
支
給
対
象
　
▽
初
回
給
付
＝
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る

総
合
支
援
資
金
の
初
回
貸
付
と
緊

急
小
口
資
金
を
借
り
終
わ
っ
た

か
、
８
月
ま
で
に
借
り
終
わ
る
世

帯
▽
再
支
給
＝
す
で
に
自
立
支
援

金
の
初
回
受
給
が
終
了
し
た
世
帯

※
収
入
要
件
や
資
産
要
件
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

●
支
給
額
（
月
額
）　
▽
単
身
世
帯

＝
6
万
円
▽
2
人
世
帯
＝
8
万
円

▽
3
人
以
上
の
世
帯
＝
10
万
円

●
支
給
期
間
　
3
カ
月
間

●
申
込
方
法
　
８
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
市
生
活
支
援
課
支
援
係
（
〒
８

３
２
・
８
６
０
１
、
本
町
87
番
地

1
）
に
郵
送
か

直
接
窓
口
へ
申

し
込
み
。
申
請

書
は
同
係
や
市

公
式
サ
イ
ト
で
入
手
可

【
問
】
同
係
（
☎
77
・
８
１
７
1
）

募
集
・
試
験

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
県
内
に
あ
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
住
宅
の
詳
細

は
、
募
集
案
内
書
か
公
式
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
配
布
期
間
・
場
所

　
6
月
20
日
（
月
）
～
7
月
5
日

（
火
）、
市
役
所
柳
川
庁
舎
２
階
建
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   掲載しているイベントなどは、コロナウイルスの感染拡大防止のため
　変更になる可能性がありますので、事前に主催者へ問い合わせてください。 お知らせ掲示板

●
試
験
日
　
１
次
試
験
＝
9
月
４

日
（
日
）、
２
次
試
験
＝
10
月
12

日
（
水
）
～
21
日
（
金
）
の
う
ち

指
定
す
る
日

【
問
】
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
０
０
３
１
）

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

●
試
験
日
　
10
月
９
日
（
日
）

●
試
験
会
場
　
福
岡
大
学
（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
）、
九
州
共
立
大
学

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
）

●
申
込
期
間
　
６
月
２
日
（
木
）

～
７
月
１
日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
６
月
１
日
（
水
）

か
ら
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
や
市
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
、
大
和
・
三
橋
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
な
ど
で
配
布
す
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会
（
〒

８
１
２
・
０
０
１
６
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
南
２
丁
目
９
・
30
）
へ

提
出

【
問
】
同
協
会
（
☎
０
９
２
・
４

３
１
・
４
５
９
０
）

狩
猟
免
許
試
験

●
日
時
　
7
月
28
日
（
木
）、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
会
場
　
県
筑
後
農
林
事
務
所

（
筑
後
市
大
字
和
泉
）

●
申
込
締
切
　
7
月
12
日
（
火
）

【
問
】
同
事
務
所
農
山
村
振
興
課

（
☎
０
９
４
２
・
52
・
５
１
０
８
）

　
受
験
料

な
ど
詳
し

く
は
県
の

公
式
サ
イ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
・
催
し

求
職
者
と
企
業
を
つ
な
ぐ

ミ
ニ
面
接
会

　
５
社
ほ
ど
の
県
内
企
業
が
参
加

す
る
合
同
会
社
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
服
装
自
由
、
履
歴
書
不
要

で
す
。

●
日
時
　
６
月
22
日
（
水
）、
午

後
2
時
～
４
時

●
会
場
　
市
役
所
三
橋
庁
舎
3
階

●
対
象
　
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

●
参
加
費
　
無
料

【
問
】
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
２
・
７
１
１
・
７

７
６
０
）

働
く
人
の
悩
み
や
疑
問
を
解
決

日
曜
労
働
相
談

　
働
く
中
で
の
悩
み
や
疑
問
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
26
日
（
日
）、
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
受
け
付
け

は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

●
会
場
　
県
筑
後
労
働
者
支
援
事

務
所
（
久
留
米
市
合
川
町
）
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お知らせ
掲示板

知って役立つi

●
相
談
料
　
無
料

●
相
談
方
法
　
面
談
や
電
話
（
予

約
優
先
、
秘
密
厳
守
）

【
問
】
同
事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・

30
・
１
０
３
４
）福

祉

献
血
に
ご
協
力
を

●
日
時
　
①
６
月
23
日
（
木
）、

②
７
月
5
日
（
火
）、
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時
30
分

●
会
場
　
①
蒲
池
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
②
市
役
所
柳
川
庁
舎

【
問
】
市
献
血
推
進
協
議
会
（
☎

76
・
4
８
３
３
）

Ｏ

　最新の情報は市公式サ
イトでご確認ください。
また、テレビの dボタン
や公式SNS、
アプリでも
情報発信し
ています。

設
課
、大
和
・

三
橋
庁
舎
１

階
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

●
応
募
方
法
　
6
月
27
日
（
月
）

か
ら
7
月
5
日（
火
）ま
で
に
、募

集
案
内
書
に
添
付
の
封
筒
で
郵
送

【
問
】
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・

８
０
２
９
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

●
日
時
　
11
月
6
日
（
日
）、
午

前
９
時
50
分
～

●
会
場
　
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ザ
（
久
留
米
市
宮
ノ
陣
）
な
ど

●
受
験
料
　
１
万
２
０
０
０
円

●
申
込
期
間
　
６
月
27
日
（
月
）

～
７
月
8
日
（
金
）、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
土
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法
　
6
月
17
日
か
ら
市

役
所
柳
川
庁
舎
２
階
上
下
水
道
課

や
市
公
式
サ
イ
ト
で
配
布
す
る
申

込
書
に
記
入
し
て
同
課
へ
提
出

【
問
】
同
課
下
水
道
工
務
係
（
☎

77
・
８
５
８
３
）

税
務
職
員
募
集

●
受
験
資
格　
4
月
1
日
現
在
で

中
学
や
高
校
を
卒
業
し
た
翌
日
か

ら
3
年
以
内
の
人
、
ま
た
は
来
年
3

月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

●
申
込
期

間
　
6
月
20

日
（
月
）
～

６
月
29
日

（
水
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
み

●
試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

　これから本格的な台風や大雨のシー
ズンになります。道路の冠水や川の氾
濫、台風による被害が予想される場合
は、コミュニティバスを運休すること
があります。
　利用者の皆さんの安全を第一に判断
するので、急な運休となることがあり
ますが、ご理解をお願いします。
　コミュニティバスが運
行するかどうか分からな
いときは、市公式サイト
や KBCのｄボタンで確
認するか、市企画課へ連
絡してください。
■１回100円、誰でも乗れるコミバス
　コミュニティバスは誰でも利用する
ことができます。利用料金は１回の乗
車につき 100 円（未就学児は無料）。
12 枚つづりで 1000 円のお得な回数券
も販売中です。回数券は、コミュニテ
ィバスの車内や市役所柳川庁舎 3階企
画課で購入できます。
【問】同課企画係（☎73・8111）

台風大雨シーズンは
コミバスの運行に注意

コミバス

税務職員募集

大
淵
盛
人
九
段
の
囲
碁
入
門

　
図
の
△
に
白
は
打
て
ま
せ
ん
。

呼
吸
点
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
う
箇
所
は
着
手
禁
止
で
す
。

▲

▲

▲

　市からの公告予定の建設工事な
どは、次のとおりです。

◆6月 17日公告
▷�柳川市営住宅江曲団地 1号棟
改修工事

▷鬼童町枝線下水道築造工事
▷鬼童町枝線下水道築造工事に伴
　う配水管仮設工事
▷大浜町地内配水管布設替工事
▷磯鳥地内導水管布設替工事
▷大和町明野地内配水管布設替工事

※�設計業務の進
しんちょく

捗状況によって延
期になることがありますが、繰
り上がることはありません。

6月の発注情報

自立支援金

相
談

広告 広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。

狩猟免許試験 県営住宅募集
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